
水は山からやってきた

7月13日に川が決壊したのです
が、あの年はカラ梅雨で、あん
まり雨が降らなかったんですよ。
ずっと雨が降らず、土が乾いて
いるところに、バケツをひっく
り返したように雨が降ったので
す。

急に雨が降ったために、土が水を吸わなくて、みんな表
面に流れちゃって、それが排水溝に流れたためにひどく
なったのではないかと言われています。

今思えば、その少し前、7月10日に三条市のこの地域で
かなりの雨が降りました。13日は、主に川の上流、山の
ほうで雨がたくさん降りましたが、この地域で雨がひど
かったのは、ほんの2時間ぐらいだったのです。

想像つかない場所で水がたまっていたのだと思うけど、
私たちの目には見えない。こっちのほうはそれほどじゃ
なかったから、危機感が薄かったのだと思います。
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